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4 月 12 日の土曜さんまクラブ「ホットケーキタワー」より 

巻頭言 －追悼 副理事長：造田泰さん   理事長：谷村徳幸 
「ためらわずに…、たかぶらずに…」 

夜遅く電話が鳴り、胸騒ぎしながら電話にでました。「泰が召天しました」「えっ！！」……あまりの突

然の報せに会話を継ぐことができません。ご両親は、仕

事先の奈良から車で水口のご自宅に向かっているとの

ことでした。その車の中からの電話でした。ご両親にも

詳細が分からないようで、動揺が電話口から痛いほど伝

わってきました。僕はと言えば、ご自宅で幼い子どもを

抱えながらお独りでこの事態に対処された妹さんの不

安を思い「できることはなんでもしますから遠慮なくお

っしゃってください」と場にそぐわないことを言ってし

まったことを覚えています。それほど、僕自身も驚き、

動揺していました。 

泰さんは、先天性の“ファロー四徴症”という心臓病

を抱えていらしたので、ある程度の覚悟はできていたとはいえ、あまりにも突然に逝ってしまいました。

前日も礼拝に出席され、当日も亡くなるまで普段と同じように活動されていました。泰さんの死は僕た

ちにとって文字通りの“急逝”でした。享年４6。当法人にとっても大きな支柱を失ってしまいました。 

“ＮＰＯさんまクラブ”設立に向けて、泰さんからは当初からご助言と実質的なご指導をいただき、若

いスタッフにとって安心できる拠り所となっていました。僕自身は設立時の理事長には泰さんに就任し

てほしいと考えていたのですが、体力的なことを理由に、理事長就任を固辞され、副理事長として協力し
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ていただくことになりました。もしかしたらご自身の死期が近いのを知っておられたのかもしれません。

ＮＰＯさんまクラブ設立記念講演会の前日に泰さんの葬儀を執り行うことになったのは単なる偶然とも

思えません。 

その葬儀の式辞から一部を引用して造田泰さんの追悼のことばといたします。かなり抹香臭く（キリス

ト教臭く）なりますがご容赦ください。 

 

この聖書（ヨハネによる福音書９・１～３*）は、昨夜ご遺族からのご挨拶でお父様の弘司さんが取り

上げられた聖書です。泰さんの生きざま、そしてご両親の思いを表している正鵠を射た聖書だと思い、本

日取り上げました。 

泰さんは“ぴーた＠のファロー日記”というブログをネット上に公開しています。このブログに泰さ

んが詩を二編紹介していました。２０１０年５月２８日（土）の日記です。「力を貸してください」とい

う題に～病気があっても健やかに過ごしたい～という副題をつけて、次のように書き出しています。「'０

８年の全国交流会の時に、こんなタイトルの冊子をいただきました。読んでいて、その通り、是非ママさ

んたちに知って欲しいと思いましたので、掲載したいと思います。（注＝以下の“／”は実際のブログで

は改行されています）／『－病気があっても健やかに過ごしたい－』／おかあさん、おとうさん／おなか

の中でギブアップしないでここまできた私は／とっても強運の持ち主なんだよ。／だから おとうさんと

おかあさんに会えたんだ。／病気で産まれてきたことは、／おかあさんやおとうさんのせいではないし、

／原因を探して何が悪いと言ったところで／誰がラクになるわけではない。／それよりも。／今は、私に

力を貸してください。お願い。／今は医療もよくて、育っていくための力が得られる。／福祉制度を利用

すれば、生活もそれなりにできる。／だから、手伝って。／Written by "悠"」「手を借りることを恥じな

いで、感謝して／病気のために手がかかることがたくさんある。／だから、家族だけでどうにかしようと

しても／みんな疲れきってしまうし、／疲れるとつい、マイナス思考になったりするから。／手助けを受

けたほうがいいんだよ。／人とのやりとりは気苦労も多いけれど、／快く力を貸してくれる人だってい

る。／手助けを受けることを恥じないでいて。／でも、感謝は忘れないで。／その姿を見て私は、たとえ

自分の力がなくても、／できないときには助けを借りることを怖れずに／自分で生きていく勇気を得る

から。／Written by "悠"」 

この詩をブログ上に紹介した泰さんはおそらく先程のヨハネによる福音書を思い出していただろうと

私は想像しました。「病気は誰の所爲でもない！」。イエスは泰さんにそう宣言したのだろうと思います。

「あなたの病気はそこに神の業が現れるためだ！」。そうイエスは泰さんに宣言しました。 

神の業とは何でしょうか。それは人が何のためらいもなく他者に助けてほしいと言える関係が出来上

がること、そして人が何の驕りたかぶりもなく弱くされている人を助けることができる関係が作られる

こと、これが神の業だと私は確信します。泰さんはその関係づくりをなし遂げようと生きられました。先

天性の心臓病を抱えて生きられた泰さんに、神の業が現れた！そのように私は牧師として断言します。

神様、泰さんを本当にありがとうございました。 
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* 9:1さて、イエスは通りすがりに、生まれつき目の見えない人を見かけられた。2弟子たちがイエス

に尋ねた。「ラビ、この人が生まれつき目が見えないのは、だれが罪を犯したからですか。本人ですか。

それとも、両親ですか。」3イエスはお答えになった。「本人が罪を犯したからでも、両親が罪を犯したか

らでもない。神の業がこの人に現れるためである。」 

 

葬儀には、泰さんの幼稚園から小・中・高等学校までの担任の教師が参列されていました。驚きと共に

感動を覚えました。どこにおいても泰さんは様々な意味で印象に残る子どもさんだったのでしょう。ご

両親にも様々な葛藤があっただろうと想像できますが、教師生活の出発点で泰さんと出会い、葛藤し共

に生きる喜びを感じられた教師が葬儀に参列されたのだと思います。 

泰さんは、それぞれの場で、お互いが何のためらいもなく助けてほしいと言い合える関係、何の高ぶり

もなく弱くされた人を助けることができるような関係が、人と人との本来の関わりであることをまわり

の人々に気づかせてくれたのだと思います。泰さんはＮＰＯさんまクラブにも、そのような関わりがで

きる居場所づくりを期待していたように思います。僕らは泰さんの遺志を受け継ぎ、ＮＰＯさんまクラ

ブでこのような関わりをつくっていきたいと、今思いを新たにしています。 

造田泰副理事長不在で、新年度を歩み始めざるをえませんが、いまだに“ヌ～～ット”表れる気がして

います。泰さんの抜けてしまった穴は埋めようがありません。大きな喪失感を感じています。皆様どう

ぞ、ＮＰＯさんまクラブを引き続きお支えと支援の輪を広げてくださいますようにお願いします。天国

の泰さんもそれを願ってくれていると思います。 

 

 

 

 

大川大地（事務局長） 

去る 2014 年 3 月 2 日、水口幼稚園ホールにて、教育学者で大阪大谷大学教授の桜井智恵子さんを

講師にお招きし、「地域で育てる／地域が育つ」と題した、当法人の設立記念講演会が開催されました。

桜井さんは、2011 年に滋賀県大津市の中学 2 年生の男子児童がいじめを原因に自殺した事件を受け、

大津市が 13 年に設置した第三者機関「大津の子

どもをいじめから守る委員会」の委員もなさって

います。また、私たちNPO さんまクラブのスタッ

フは、いったい私たちはどういう課題に向き合っ

て、何を目指しているのか、を明確な言葉とするた

めに桜井さんの文章と必死で取り組んできまし

た。私たちにとっても、参加してくださった方にと

っても、とても意味のある講演会になったと思っ

ています。 

設立記念講演会報告 
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 さて、桜井さんは、90分に及ぶ講演時間を、そして時にはハンナ・アレントなどのムズカシイ名前も

登場する講演内容を、「どう思う？」と会場にやさしく問いかけながら進める「桜井節」で、非常に分か

りやすくまとめて下さいました。そのすべてをご紹介するには紙面が足りませんが、私は、今回の講演の

キーワードは「業績承認から存在承認へ」という言葉だったと理解しています。 

今、私たちが生きている社会は人間を存在ではなく業績で評価・承認する社会です。学校では「成績」

で評価され、大人になると仕事の「業績」で評価される。そのような「生きづらい」社会に私たちは生き

ています。桜井さんによれば、子ども達は今、「コミュニケーション能力競争」の只中に置かれています。

学校の休み時間にはその場の「ノリ」からはずれないように「空気を読む」ことに全神経を集中させる子

ども達。ちょっと話が苦手な子どもは周りから「陰
いん

キャラ」という刻印を押され、ハブられる。今の子ど

も達にとって「陰キャラ」と言われることは「死ね！」と言われることと同等なことなのだそうです。子

ども達は「コミュニケーション能力」たる「業績」を承認してもらおうとピリピリした人間関係の中で育

っているのです。 

ピリピリした人間関係の中で生きているのは子どもだけでなく大人も同じです。いや、むしろ大人の社

会のピリピリした人間関係が子どもの世界にも「伝染」していると考えるべきでしょう。例えば、さまざ

まなことに悩みながらも必死で子育てをしているのに、誰からも「そのままで大丈夫だよ」という承認の

言葉をかけてもらえず孤立してしまうお母さんがたくさんいます。これも桜井さんの言葉ですが、「誰か

らも承認されないとき、人はどこかで“強さ”をもたないと生きていけなくなる」のです。業績で評価さ

れるしんどさを誰にも受け止めてもらえないとき、自分の気持ちをしっかりと受け止めてもらえないと

き、人は相手に攻撃的になります。生きづらさを抱える若者たちがさらに弱い立場にある人たちを罵倒

してストレス発散する過激なレイシズムに走るのも、子どもが「いじめ」に逃げてしまうのも、やはり業

績で人を判断・評価する価値観が社会に広く蔓延してしまっているせいだと思わされます。 

そのような社会の状況に対して桜井さんの提言はとてもシンプルです。人を業績で判断・評価する「業

績承認」から、その人がいることがすばらしいという「存在承認」へと私達の価値観を変えればいい。「先

生は、子どもが竹馬に上手に乗れたら、『すごい！上手に竹馬に乗れたね』と子どもを褒める。でも、そ

の子どもが上手に竹馬に乗れない時に、『すごい！上手に竹馬に乗れなかったね』と褒めるだろうか？」

と桜井さんは例を出して説明されました。「子どもを認める、ということは、その子が何か“できた”時

なのだろうか？」という桜井さんの問いかけが非常に印象に残っています。 

あなたが何かできること（業績）が喜ばしいのではなく、あなたがそこにいること（存在）が喜ばしい。

「何だ、そんなこと」、と思われる方もいるでしょうが、でも、その「何だ、そんなこと」が当たり前の

ごとくに踏みにじられているのが今の社会の現実なのです。「業績承認から存在承認へ」、「あなたがいて

くれることがうれしい」、「その人がその人らしく生きていける“居場所”」。この奪われつつあるシンプル

な「当たり前」を、子ども達に、この地域に取り戻すために、私たち NPO さんまクラブの活動はとって

も意味のあるものなのだ、と大変勇気づけられました。桜井さんの提言と視点を大切にしながら今後も

大切な活動を続けていきます。設立記念講演会にご協力くださったみなさん、お越しいただいたみなさ

ん、そして「NPO さんまクラブ」を温かく応援してくださる桜井さん、本当にありがとうございました！ 
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2014 年度、放課後さんまクラブ、土曜さんまクラブ始まりました！ 

 

 

 

 2014 年度のNPO さんまクラブの活動がいよいよスタートしま

した。4 月から新しく水・金曜日の放課後～17:30 までの「放課

後さんまクラブ」を開催しています。宿題をしてから、おやつを食

べて、水遊びをしたり、鬼ごっこをしたり、お絵かきしたり、近所

の公園に遊びに行ったり。少人数でゆったりとした楽しい時間を過

ごしています。 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

一方、昨年度から引き続き取り組んでいる「土曜さんまクラブ」は月 2 回の活動から、第１土曜日を除

く毎週土曜日に回数を増やしました。4 月は 3 回開催しました。プログラムと参加人数は以下のとおり

です。 

 

  ☆4 月 12 日  ホットケーキタワー      35 人 

  ☆4 月 19 日  大きなキャンパスでお絵かき  27 人 

  ☆4 月 26 日  ダンボールハウス       36 人 

 

 高さ５０cm の夢の巨大ケーキにわくわくする子ども達。大きなキャンパスに想像力豊かな絵を描く子

ども達。ダンボールで思い思いの絵を描く子ども達。たくさんの子ども達の「笑顔」をご紹介します。 
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                 夢の！ホットケーキタワー 

 

 

 

 

 

 

                      

                               思い思いの絵を描きます 

 

                                素敵な絵が完成！↓ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                               

                              力作ですっ！ 
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ある若者たちの脆弱な「居場所」から 

堀江有里 
（公益財団法人世界人権問題研究センター・専任研究員。専攻は社会学、フェミニズム、クィア神学） 

 

■大学の教室で 

 数年前、大学の教室で講義をしているときに奇妙な現象に出会いました。 

 すでに教室での「学級崩壊」が問題にもなっていた大学でのことでした。毎回注意しても一向におし

ゃべりをやめることのないグループがありました。教室中に響き渡る、と表現すれば大げさに聞こえる

かもしれないけれど、とにかくウルサイ。注意すれば、一瞬、静かになるけれど、その「沈黙」は５分

ともちません。さすがに何度も注意していては授業が進まないし、真面目に授業を受けている学生たち

にも悪いだろうということで、階段教室の後方に陣取っているそのグループの学生たちの名前を確認し

にいくことにしました。 

 「ここの二列の人たち、学生証を出してください」。が、かれらは無視。「学生証を出してくださいっ

て言ってるんですけど」。まだ、無視。そして逆にメンチを切られる、こっちも切り返す、という攻防

が５分ほど続きました。結局、しぶしぶ出された学生証（ただし１名は「忘れました」を貫いていまし

たが）から学籍番号と名前を書き取る。なんとも後味が悪い経験です。学生証というのは、大学生にと

っての「身分証明書」。それを見せろ、というのだから、権力発動の怖さ、そして、それを行使してし

まった自分に対する自責の念のようなものもあったわけです。 

 じつは後味の悪さはもうひとつありました。そして、こちらのほうがより深刻だったのです。くだん

のグループを観察してみると、いくつか不思議なことがあることに気づきました。ひとつは、明らかに

「先導」している――大きな声を出し、派手な動きをする――学生が２名いたこと。そして、授業終了

後、かれらがばらばらに教室を去っていったこと。さらに後に確認したら、「先導」している学生のう

ち１名は受講登録をしていなかったこと。――わたしはつぎのように考えてみました。これは「おとも

だちごっこ」と呼べるような現象なのではないか、と。 

 かれら・かのじょらは、「おしゃべり」という手段で、なにがしかの情報交換をしたり、共感したり

というコミュニケーションを求めているのでもない。授業時間が終われば、いままでのはしゃぎよう

は、まるでなかったかのように教室をばらばらに退室して行く。つまりは、教室の内側という“空間”

と、授業中という“時間”は共有しているものの、関係性を維持しようとするような友だち――“仲

間”――ではなかったわけです。 

 あの出来事は、授業時間中の教室でしか成立しないパワー・ゲームだったのだと思います。わたしは

そういう意味で「おともだちごっこ」と名づけてみました。これまで大声をあげて伝えてきた「友だち

同士で話したいことがあるなら教室の外に出なさい」という私語を注意する言葉は通用しない。なぜな

らば、「教室の外」でわざわざ話をするほどの関係性がそこには不在だからです。「教室の内」であるか

らこそ、「騒ぐ」というパフォーマンスを先導する人たちがいて、それに同調もしくは従属する人たち

新・連載 「居場所」を考える 
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がいる。そうやってかれらは限られた時間と空間のなかでつながっているわけです。わたしはとても脆

弱な関係がそこにあることに気づかされました。一時的なものであれ、その脆弱な関係は、かれら・か

のじょらにとっての「居場所」であるわけです。 

 

■現代社会における「居場所」さがし 

 脆弱な関係のなかで「居場所」を確保して行くこと。それは、他者に自己を認めてもらおうとするパ

ワー・ゲームでもあります。先導する側と同調／従属する側という役割分担が作り出されるなかで、こ

のパワー・ゲームは進められて行きます。パワー・ゲームだと表現したのは、先導する側は、「騒ぐ」

というパフォーマンスをしないと、また同調する側はその先導に乗らないと、その場にいられない――

まさに、所在がない――と感じている点です。ここには少なくとも、二つの要素が存在しています。つ

まり、（１）他者に承認されることによって初めて自己の存在を確認できるということ、そして（２）

ある集団がつくられていくとき、そこから異質なものを排除しながら、集団内での相互作用はつくられ

ていくということ、です。言うまでもないことかもしれませんが、このような集団形成は、同調圧力と

排除の論理をかならず伴うので、異質なものの排除やマイノリティの属性をもつ人たちへの差別を生み

出し、維持する機能をもっています。このように考えてみれば、先の現象は、ひとつの教室での出来事

だけではなく、まさに社会のあり方と重なってくるものであると思います。 

 現代社会では、子どもたちだけではなく、大人たちも「居場所」を求め続けています。“さんま”（時

間、空間、仲間）を必死に求め続ける大人たち。それは、ときに他者を激烈に攻撃するという手段であ

らわれる場合があります。在日外国人やセクシュアル・マイノリティへのヘイト・スピーチ、女性への

性暴力なども、やはり、集団形成の負の側面を利用して生み出されています。加害者集団が形成される

とき、他者への暴力が倫理的に許されるものではないと認識されればされるほど、「タブーを侵犯す

る」ことが集団の結束を高めるのかもしれません。そこに堂々と差別が利用されるわけです。 

 このような社会をどのように変えて行くのか。攻撃や他者排除を軽減して、子どもにとっても、そし

て大人にとっても「居場所」をみつけることのできる道筋をどのように実現して行くのか。どうも簡単

な解決策はみつかりそうにありません。しかし、その道筋を模索して行く方法は様々にありそうです。 

 都市社会学者である西澤晃彦は、「社会的なもの」を構想するなかで「社会」という概念を再考しな

がら、つぎのように述べています。「そもそも社会という拡がり」は、「他者との間にある分裂・分断を

こえようとするときに、共通の地平として構築され、参照されるものだった」、と（西澤晃彦、

2010、『貧者の領域 ――誰が排除されているのか』河出書房新社、165頁）。「社会」とは、そこに

すでにあるものではなく、たえず流動しながらも「拡がり」をもちつづけるものです。本来、その「拡

がり」のなかには、異質なものが混ざらざるをえない。しかし、社会集団内の結束を高めるために、そ

の境界線では、つねに異質なものとの衝突があり、それを排除するか包摂するかの抗争が繰り返されて

きました。 

 わたしは、まず、様々な場面に引かれているこの境界線をみつめていくことが必要なのではないかと

考えています。簡単に同調してしまうのではなく――他者による承認を求めて「同化」傾向へと迎合し
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ていくのではなく――、まずは明確な分断線が引かれつづけ、排除が生み出されて行く様相を、その境

界をこそ見極めていく必要があるのではないだろうか、ということです。そうすることによって、とき

に集団形成が差別の問題と密接につながっていることへの気づきと振り返りの機会にもなるし、また、

境界線がじつは非常に曖昧につくられていることを認識することによって、周囲に同調せずとも異なっ

た存在として自分を認識し、他の「居場所」を探そうとする機会にもなるからです。 

 

 

 

 

 

 

『人生、ここにあり』（原題 Si puo fare） 

監督：ジュリオ・マンフレドリア、111 分、イタリア 

 

1978 年、イタリアでは精神病院を全廃止し、こ

れまで「患者」という風に呼ばれてきた人々が社会へ

と出ていくための法律、通称「バザリア法」（精神病

院の全廃止を唱えた精神科医フランコ・バザーリア

に因む）が成立した。この画期的な法律でもってイタ

リアでは精神病院が文字通り「全廃止」され、「治療」

はすべて「患者」の任意、しかも医療・福祉の責任は

精神病院ではなく、地域の精神保健サービスセンタ

ーで行うということになった。 

 この映画は、そのような時代を背景に、80 年代の

イタリア・ミラノで寄木張りの仕事で元「患者」達の

社会復帰を目指した「社会連帯協働組合」の実話が元

になっている（※社会連帯協働組合もイタリアに独

自の協働組合で、基本的に労働者の協働組合なのだ

が、財源の大半を行政から社会サービス費用として

受け取っていること、それにも関わらず、運営は協働

組合らしく組合員中心なところが特徴として挙げら

れる）。 

 1983 年ミラノ。あまりの熱血ぶりに労働組合を

追い出されたネッロが、次に運営を任されたのは、バ

ザリア法によって社会に出ることになった元「患者」

達の協働組合だった。封筒の切手張りという「単純作

業」に従事していた協働組合（劇中の精神科医によれ

ば、この作業は「生産というよりは〔行政からの〕施

し」）。これでは、彼ら／彼女らのためにならないと思

ったネッロは、ここでも持ち前の熱血ぶりを発揮し

て、彼ら／彼女らに、自分たちで仕事をして自分たち

で金を稼ぐことを持ちかける。こうして「古き良き協

働組合 180」（ちなみにバザリア法は正式名称を

180 号法といい、おそらくは劇中の協働組合の名も

これに因んでいる）の面々たちは寄木張りの仕事に

悪戦苦闘しながらも、その仕事を通して、社会の中に

居場所がある喜びを再発見していく。 

 この映画の主人公は、ネッロというよりは、協働組

さんまの本棚 ～番外編 さんまの映画棚 
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合の元「患者」達ひとりひとりなのだが、この人たち

が、実に「個性」たっぷりな人たちばかりで愉快であ

る。レース場で事故を目撃したことがトラウマにな

りセカンドギアじゃないとクルマを運転できないニ

キ。自分には彼氏が 100 人いると信じているミリア

ム等等。でも、この映画を見ていて本当に「いいなぁ」

と思わされるのは、ネッロが彼ら／彼女らの、なかな

か社会に馴染みにくい強烈な「個性」を直そうとする

のではなく、そのままの彼ら／彼女らを受け入れ、そ

のままの彼ら／彼女らの得意なことをどんどん発見

していくところ。たとえば、ルカは怒るとすぐ手が出

てしまい、ジージョはすべての食べ物には毒が入っ

ていると信じているが、彼ら２人は天才的なデザイ

ンセンスを持っている。廃材を用いて、この二人がデ

ザインした床の寄木張りはたちまち評判に。何事も

論理的に考えなければ気がすまず、それゆえに何か

ちょっとでも歯車が狂うとパニックに陥ってしまう

ファビオは組合のマネージャーに。喋ることのでき

ないロビーは、強面を買われて組合の理事長に、とい

う具合である。日本語には「適材適所」という言葉が

あるけれども、人間誰しも「できないこと／できるこ

と」、「得意なこと／不得意なこと」がある。できない

こと、不得意なことをお互いに見つけ合って、非難し

合うのではなく、できないこと、不得意なことをその

人の個性として互いに認め合いながら、能力を補い

合いながら、できること、得意なことに目を向けてい

ったら、こんなに楽しい。この映画はそのことを教え

てくれる。 

 もちろん、この映画はバザリア法万歳！という能

天気コメディに徹しているわけでもなく、きちんと

社会の現実も描いている。バザリア法で「制度」が変

わったからって、制度を作り出す人間の心まではな

かなか変えることができない。ややネタバレで申し

訳ないが、劇中では、物語の終盤、精神病に関する社

会の無知・偏見・差別が原因で、組合はひとりの自殺

者を出してしまう。また、元「患者」に対する薬の過

剰投与の問題も劇中で繰り返し描かれており、非常

に考えさせられる。変わらなければならないのは、

「適合」しなければならないのはどっちなのだろう

か。この映画を見ると答えは明白だろう。「社会はそ

んなに甘くない」ならば、やっぱりそんな窮屈な社会

の方を変えていくべきなのである。 

 映画の原題の Sio puo fare はイタリア語で「やれ

ばできるさ」ほどの意味。私はこれまでこの言葉があ

んまり好きではなかったけれども、それは今の日本

の社会状況の中で「やればできる」といった時に「必

ずやれ！」「必ずやらなければ・・・」と「できる／

やらなければ」が前提になっている感があるからだ

ろう。でも、この映画の「やればできるさ」は、でき

なくても別にいいじゃん、が前提となっている。でき

なくて当たり甘え、もしできたならば儲けもん！と

いうこのゆるい感じ。さんまクラブの設立記念講演

会にお呼びした桜井智恵子さんは“empowerment”

という英語を（辞書を引くと、「能力を高めること」

と書いてある）、「ゆるめること」と訳している。何度

も言うが、世間さまが「社会はそんなに甘くない」と

おっしゃるところの社会は、人のできないこと、不得

意なことばかりに目を向けて、互いに罵りあう何と

も窮屈な社会である。そうではなくて、その窮屈をち

ょっとでもゆるめて、できないこと、不得意なことは

あって当たり前で、できること、得意なことを認め合

いながら、補い合いながら（能力を分かち持つ、とい

うのも桜井さんのキーワードである）、生きることが

できた時、「社会はそんなに甘くない」というのとは

また別の社会が見えてくるのではないかと思うので

ある。最後にメイキング映像にあった監督の言葉を

引用する。「社会で大切なのは、みんなが自分を表現

できて、それぞれの能力を認め合い、そこにいたいっ

て思う『居場所』があることさ」 

 ぜひご家族でどうぞ、と言いたいところではある

が、どうしても子どもには見せられないような下ネ

タシーンが一つだけあるので、もしお子様とご覧に

なるときは、そこだけ飛ばして、ご家族でどうぞ。 
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2014 年度、会費の納入にご協力下さい！！ 

 

 

いつも、NPO さんまクラブの活動にご理解とご協力を賜りまして感謝いたします。2014年度を迎え、NPO さ

んまクラブは、この水口の地に「居場所」を創造するためのさまざまな活動を本格的にスタートさせています。NPO

さんまクラブの活動は、会員のみなさまの会費、一般の方々からの寄付金で支えられております。下記のように目

標額も定めさせて頂きました。大変厳しい財政状況の中、新年度を走り出しました。どうぞ 2014年度の会費の納

入にご協力下さい。寄付金でさんまクラブを支えて下さい。遠方の方は同封いたしました郵便振替用紙をご活用下

さい。また会費の分割払い等の相談にも応じます。スタッフまで声をかけて下さい。よろしくお願いいたします。 

正会員費  ：  年間5000 円 

   賛助会員費：個人一口2000 円 

団体一口5000 円 

 

 

 

 

2013 年度、2014 年度会員&寄付者名（敬称略：5月 4日現在） 

■正会員 

●13 年度：池田慎平、池田純平、石田原さやか、鵜飼典子、大川大地、上村万里子、川上信、川口義彦、木戸進次、 

桜井智恵子、坂元明子、柴田信也、谷村耕太、谷村徳幸、千葉宣義、造田泰、造田弘司、津田智恵子、中村深鈴、 

西田周平、日高俊郎、平野明子、福澤祥、福永智子、藤原忠昭、村田敏、守岡英子、森岡兼光、山田哲史、横田明典 

●14 年度：匿名 1 名、宇田慧吾、桜井智恵子、谷村耕太、谷村徳幸、堀江有里 

 

■賛助会員 

●13 年度：相原聡、東昌吾（5 口）、有住航、板垣弘毅、植田清一郎、上村静、遠藤浩、大川清（5 口）、 

大谷和雄（5 口）、奥村麻由、片岡公子、川島洋一、木谷実、北脇昇、木下栄美子、久保田文貞、寒川公子、島耕一、 

竹内宙、田村信征、中井正子、中島樹生、原田孝行、藤岡正人、藤田結香、巣立ちっ子診療所（団体）、宮川道子、 

森美佐子、安田和人、山口政隆、山元重雄、 

●14 年度：木下栄美子、塩野靖男、竹花牧人、原田孝行、山本真由美 

 

■寄付者 

板垣弘毅、宇田慧吾、久保田文貞、コータハム、塩野靖男、田村信征、谷岡孝子、 

千葉宣義、日本キリスト教団水口教会、日本キリスト教団水口教会青年会、匿名 1 名 

  

みなさまのご協力に心から感謝いたします！ありがとうございました！ 

 

2014 年度 会費、寄付金 目標額 

会 費：740,000 円 

寄付金：1,500,000 円 

        ご協力をよろしくお願いいたします！ 
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☆毎週水・金 「放課後さんまクラブ」 

 毎月第２・３・４・５土曜日 「土曜さんまクラブ」 

 

5 月 33 日 5 月度定例スタッフミーティング 

５月６６日 第 7 回 大人の冒険 ビアガーデン  

5 月 18 日 2014 年度第 1 回理事会  

６月 4７日 6 月度定例スタッフミーティング 

6 月 15 日 2014 年度定期総会 

７月 2５日 7 月度定例スタッフミーティング 

12 月 

 

特定非営利活動法人 さんまクラブ 

理事長：谷村徳幸 

事務局長：大川大地                                                     郵便振替口座 

スタッフ：池田純平、谷村耕太、西田周平             口座記号番号：00910-7-202663 

〒528-0028 滋賀県甲賀市水口町城東３－２１          口座名：特定非営利活動法人さんまクラブ 

Tel：０７４８－７６－３４１４  FAX:０７４８－７６－３４１３ 

E-mail：3ma.club@gmail.com 

                

NPO さんまクラブの予定 

編集後記 

△いきなり暑くなったり、寒くなったりの 4月が終わりまし

た。みなさんはお元気でお過ごしでしょうか。大変遅くなり

ましたが、ニュースレター「さんま」の第 2号をお届けいた

します▽右の漫画は日本キリスト教団長浜教会牧師の川上幹

太さんに描いて頂きました。また、今号から社会学者の堀江

有里さんによる連載「『居場所』を考える」がスタートしまし

た。現代社会の「生きづらさ」を見つめるために、そしてそ

の「生きづらさ」から抜け出すために、とても大切な論考で

す。ぜひお読み下さい▲繰り返しになりますが、2014 年

度、大変厳しい財政状況でスタートしました。ぜひ NPO さ

んまクラブを引き続きお支え頂き、支援の輪を広げて下さい

ますようにお願い申し上げます▼これからだんだんと温かく

なっていきます。でも、もうちょっと朝晩の寒暖の差がある

日が続くようです。健康にお気をつけて、良いゴールデンウ

ィークをお過ごし下さい。次号は夏頃にお届けいたします。 


